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大
阪
・
上
町
台
地
界
隈
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
都
心
居
住
の
課
題
を

ふ
ま
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）の
再
構

築
と
い
う
視
点
か
ら
、
地
域
資
源
を
戦
略
的
に
捉
え
直
し
、
持
続
的

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
発
展
的
な
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、
都
心
居

住
文
化
創
造
の
基
盤
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し
、

公
益
的
な
価
値
創
造
の
循
環
を
促
し
て
い
く
道
筋
を
探
っ
て
い
く
こ

と
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。�

　
第
一
話
か
ら
第
三
話
で
は
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」

の
誕
生
の
背
景
や
事
業
を
通
し
た
社
会
へ
の
問
い
か
け
、
さ
ら
に

は
同
会
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
研

究
活
動
等
、
同
会
な
ら
で
は
の
特
徴
的
な
動
態
が
持
つ
今
日
的
意

味
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
言
説
と
実
践
を
紹
介
し
な
が
ら
掘

り
下
げ
、
前
記
テ
ー
マ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。�

　
特
に
、
前
回
の
第
三
話
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
で
あ
る

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
に
お
け
る
、
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
す
る
個
々
の
現
場
及
び
そ
の
担
い
手
と
、
組
織
や
ま
ち
づ
く

り
を
研
究
す
る
大
学
・
大
学
院
な
ど
の
研
究
活
動
及
び
そ
の
担
い

手
と
の
実
践
的
な
協
働
関
係
に
着
目
。
同
会
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

と
し
て
、
そ
こ
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
、
個
別
の
課
題
ご
と
に

自
律
的
に
つ
な
が
り
、
実
践
活
動
を
生
み
出
し
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
が
拓
く
可
能
性
に
触
れ
た
。�

　
こ
う
し
た
協
働
的
実
践
の
可
能
性
を
前
向
き
に
評
価
し
、
さ
ら

に
拡
張
し
て
い
く
試
行
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

第
三
話
の
最
後
に
一
言
触
れ
た
「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会
」（
メ
ン
バ
ー
構
成
は
表
１
の
と
お
り
）
で
あ
る
。
同

研
究
会
は
、
筆
者
が
所
属
す
る 

大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研

究
所
に
よ
る
「
上
町
台
地
界
隈
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
状
と
可
能
性
に
関
す
る
調
査
」
委
託
に
よ
り
、（
財
）大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
を
事
務
局
と
し
て
発
足
。
同
財
団
の
協
力
を

得
て
、
複
数
の
大
学
・
大
学
院
の
参
画
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

現
地
窓
口
と
し
て
の
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
及
び
関

係
団
体
と
の
実
践
的
な
協
働
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
調
査
研
究
活

動
を
進
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。�

　
連
載
第
四
回
目
の
今
回
は
、
上
町
台
地
界
隈
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

地
域
に
根
差
し
な
が
ら
公
益
的
な
価
値
創
造
の
循
環
を
促
し
て
い

く
道
筋
を
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
』
と
い
う
視
点
か
ら
探
っ

て
い
く
試
み
と
し
て
、
前
記
研
究
会
の
平
成
一
六
年
度
活
動
成

果
を
中
心
に
、
筆
者
の
私
見
を
若
干
加
味
し
な
が
ら
紹
介
す
る
。

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

大阪・上町台地発��
都心居住文化の創造へ都心居住文化の創造へ�

�

大阪・上町台地発�
都心居住文化の創造へ�

（第4話）�

は
じ
め
に�

市
場
と
市
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ク
タ
ー
を
架
橋
す
る �

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
か
ら�

�
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な
お
、
本
稿
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
、
調
査
報
告
書『N

on G
lobal 

B
usiness

（N
G
B

）
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
そ
の

可
能
性
』
は
、
研
究
会
事
務
局
を
担
っ
た
（
財
）
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
京
都
の
研
究
主
幹
・
山
口
洋
典
氏
が
と
り
ま
と
め
を
担
当
し

た
も
の
で
あ
る
。
同
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
調
査
や
議
論
の
反

映
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
山
口
氏
を
は
じ
め
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が

過
去
に
携
わ
っ
た
先
行
研
究
や
実
践
活
動
か
ら
得
た
知
見
が
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
と
な
り
、
新
た
な
視
点
を
生
み
出
し
て
い
る
点
も
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。
同
研
究
の
公
益
性
を
理
解
し
協
力
く
だ
さ
っ
た

関
係
機
関
及
び
関
係
者
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。�

����

　
な
ぜ
、
都
心
・
上
町
台
地
界
隈
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
を
切
り
口
と
し
た
調
査
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た

か
。
筆
者
な
り
の
考
え
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。�

　
同
シ
リ
ー
ズ
第
一
話
の
中
で
、
筆
者
は
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を

考
え
る
会
」
誕
生
の
発
端
が
、
一
九
九
八
年
に
始
ま
っ
た
都
市
基
盤

整
備
公
団
（
現
在
の
都
市
再
生
機
構
）
に
よ
る
、
天
王
寺
区
筆
ヶ
崎

地
区
の
大
阪
赤
十
字
病
院
建
て
替
え
余
剰
地
に
お
け
る
住
宅
市
街

地
整
備
の
検
討
委
員
会
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
触
れ
て
い
る
。�

　
同
委
員
会
は
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
都
心
居
住
文

化
創
造
の
可
能
性
に
満
ち
た
地
域
で
、
単
な
る
ハ
ー
ド
と
し
て
の

住
宅
整
備
で
な
く
、
上
町
台
地
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
生
活
文
化
の
創
造
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
再
構
築
を
可

能
に
す
る
開
発
を
標
榜
。「
上
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
想
（
Ｃ
Ｎ
構
想
）
」
の
実
現
に
向
け
た
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。�

　
そ
の
後
、
一
連
の
議
論
に
関
わ
っ
た
有
志
が
、
市
民
サ
イ
ド
か

ら
上
町
台
地
一
帯
を
視
野
に
入
れ
た
Ｃ
Ｎ
構
想
の
発
展
的
・
自
律

的
・
持
続
的
な
取
り
組
み
の
具
体
化
を
目
指
し
、

同
様
の
思
い
を
共
有
で
き
る
活
動
団
体
等
へ
呼
び

か
け
、
二
〇
〇
三
年
五
月
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち

を
考
え
る
会
」
が
発
足
。�

　
活
動
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
六
月
に
上

町
台
地
の
生
活
文
化
と
住
宅
開
発
を
創
造
的
に
結

ぶ
視
点
で
筆
ヶ
崎
地
区
整
備
事
業
に
対
す
る
提
案

も
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
、
当
該

事
業
に
お
け
る
市
場
の
枠
組
み
の
中
で
十
分
に
位

置
づ
け
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
経
緯
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
市
場

と
市
民
セ
ク
タ
ー
を
架
橋
す
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要

性
を
教
訓
と
し
て
残
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
。�

　「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
を
巡
る

一
連
の
経
緯
の
中
で
得
た
大
き
な
教
訓
、「
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
市
場
と
市
民
セ
ク
タ
ー
を
架
橋

す
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
」
。
前
記
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
限
ら
ず
、
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進

む
都
心
部
で
、
ま
ち
の
価
値
を
損
な
わ
ず
、
さ
ら
に
ま
ち
や
暮
ら

し
の
価
値
を
育
む
開
発
や
再
生
事
業
が
成
立
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
仕
掛
け
や
仕
組
み
が
必
要
な
の
か
。
と
り
わ
け
、
市
場
原
理

が
強
力
に
作
用
す
る
都
心
部
に
お
い
て
、
い
か
に
公
益
的
な
価
値

創
造
を
可
能
に
し
て
い
く
か
。
そ
の
問
い
を
抱
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
切
り
口
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
研
究
へ
と
、
活

動
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
え
ば
、
一
般
に
市
場
原
理
が

機
能
し
に
く
い
地
域
や
事
業
領
域
等
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
過
疎
地
域
で
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
就
業
の
場
づ
く
り

な
ど
は
典
型
的
な
取
り
組
み
と
し
て
理
解
さ
れ
や
す
い
。
一
見
市

場
原
理
に
席
捲
さ
れ
て
い
る
都
心
部
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

�
「上町台地コミュニティ・ビジネス研究会」での�
  議論の様子（現地事務局となった施設「結」内で）�

�
都心居住文化の創造へ�

�

都
心
に
お
け
る�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
眼
差
し�
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ス
の
対
象
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
、
既
存
の
生

業
や
地
場
産
業
と
の
違
い
も
判
然
と
し
な
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
「
地
域
の
課
題
解
決
を
目

的
と
す
る
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
差
し
迫
っ
た
課
題
が
明

瞭
に
共
有
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
事
業
イ
メ
ー
ジ
が
比
較
的
容

易
に
想
像
で
き
る
が
、
地
域
の
課
題
が
空
間
を
越
え
て
複
雑
に
絡

み
合
い
、
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
な
都
心
部
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
対
す
る
危
機
感
自
体
が
共
有
さ
れ
に
く
く
、
事
業
イ
メ
ー

ジ
も
捉
え
に
く
い
と
い
う
問
題
も
潜
在
し
て
い
る
。�

　
し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
と
き
、
都
心
部

に
お
い
て
も
、
地
域
に
根
差
し
た
公
益
的
な
価
値
創
造
の
仕
掛
け

や
仕
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

危
機
感
の
乏
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
況
は
、
未
来
へ
の
負
債
を

増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
乗

り
越
え
て
い
く
た
め
に
も
、
公
益
的
な
価
値
の
創
造
に
積
極
的
に

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ク
タ
ー
と
、
市
場
に

積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
公
益
的
価
値
の
拡
大
を
指
向
す
る

新
た
な
市
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ク
タ
ー
、
両
者
の
発
生
と
そ

の
広
が
り
や
つ
な
が
り
や
重
な
り
、
相
互
の
触
発
関
係
が
、
今
後

の
都
心
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
と
し
て

期
待
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

 

「
住
民
主
体
の
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
だ
が
、
都
心
部
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
担
い
手
同
様
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
従
事
者

も
利
用
者
も
、
必
ず
し
も
地
域
内
居
住
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
地

域
外
居
住
者
・
来
街
者
の
割
合
が
高
い
の
も
際
立
っ
た
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
。
こ
の
特
性
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

地
域
内
外
居
住
者
の
人
的
交
流
を
地
域
の
公

益
的
な
価
値
創
造
へ
と
発
展
的
に
結
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が

流
動
性
の
高
い
都
心
部
に
お
い
て
、
活
力
と

健
全
性
が
共
存
す
る
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
を
問
う
て
い
く
際
の
、
重
要
な
糸

口
に
な
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。�

　
前
記
の
よ
う
な
問
題
認
識
の
も
と
に
、
実

際
に
現
在
上
町
台
地
界
隈
に
お
い
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
、

地
域
や
居
住
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持

っ
て
い
る
の
か
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。�

 

「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
会
」
に
よ
る
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
型
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
の
一
部
を
以
下
に
紹

介
し
な
が
ら
、
簡
単
で
は
あ
る
が
そ
の
様
相

を
眺
め
て
み
た
い
。�
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上町台地からまちを考える会（協力団体取りまとめ幹事）�
からほり倶楽部�
特定非営利活動法人コリアNGOセンター�
應典院寺町倶楽部�
西代官山クラブ�
うえまち貸自転車�
Pandatta�
Cafe ca Bar

調査協力団体�

事務局�

「上町台地コミュニティ・ビジネス研究会」調査研究体制（平成16年度）�
�
�

表１�
（所属・役職等は平成16年当時）�
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���（
１
）
調
査
の
概
要�

　
同
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
へ
の
趣
旨

説
明
の
た
め
、
同
研
究
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

の
定
義
を
、
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。「
地
域
の

魅
力
発
信
や
暮
ら
し
の
支
援
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
住
民
が
主
体

的
に
地
域
の
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
施
設
、
資
金
な
ど
を
活
か
し
ビ

ジ
ネ
ス
的
な
手
法
で
取
り
組
む
事
業
」
。�

　
ま
た
、
同
調
査
で
は
地
域
や
居
住
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
に
、

事
業
者
の
側
か
ら
で
な
く
、
む
し
ろ
地
域
側
・
居
住
者
側
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
捉
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
を
窓

口
と
し
て
上
町
台
地
界
隈
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
三
拠
点
地
域
（
空
堀
界
隈
・
寺
町

界
隈
・
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
界
隈
）
の
実
践
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
事

例
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
っ
た
う
え
で
調
査
票
を
作
成
し
、
研
究

会
メ
ン
バ
ー
の
大
学
生
・
大
学
院
生
を
中
心
に
し
た
調
査
員
を
組

織
し
、
街
頭
で
の
対
面
調
査
と
、
拠
点
地
域
の
実
践
家
を
窓
口
に

し
た
留
め
置
き
調
査
と
を
並
行
し
て
実
施
。
同
調
査
員
と
事
務
局

が
調
査
の
集
計
・
分
析
に
当
た
っ
て
い
る
。�

　
な
お
、
本
調
査
は
、
今
後
展
開
し
て
い
く
調
査
研
究
や
実
践
の

初
期
段
階
と
し
て
、
調
査
員
や
拠
点
地
域
の
実
践
家
を
介
し
、「
上

町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
及
び
「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
が
、
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
、
地
域
や
居
住
者

の
意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態
に
触
れ
、
両
者
を

架
橋
し
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
調
査
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
結
果
は
、
あ
く
ま
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
型
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
触
れ
得
た
一
断
面
で
あ
り
、
統

計
的
に
裏
付
け
さ
れ
た
内
容
で
は
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お

断
り
し
て
お
き
た
い
。�

　
調
査
の
概
要
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。�

�（
２
）
回
答
者
の
属
性�

　
二
四
七
名
の
回
答
者
の
う
ち
、
男
性
一
一
九
名
（
四
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
女
性
一
二
四
名
（
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
無
記
入
四
名
。
上
町

台
地
在
住
者
は
一
〇
九
名
（
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
そ
れ
以
外
一
三
七

名
（
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
無
記
入
は
一
名
。
た
だ
し
、
今
回
の
調

査
の
場
合
、
非
在
住
者
で
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
場
合
な
ど
が
多
い
。�

　
年
代
別
で
は
、
一
〇
代
二
名
、
二
〇
代
七
八
名
、
三
〇
代
五
四

名
、
四
〇
代
三
八
名
、
五
〇
代
三
七
名
、
六
〇
代
以
上
三
六
名
、

無
記
入
二
名
。�

�

�
都心居住文化の創造へ�

�

上
町
台
地
界
隈
の
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
と�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
調
査
か
ら�

�

調査の　　●住民のコミュニティ・ビジネス利用実態�

主な項目　●住民のコミュニティ意識�

　　　　　●コミュニティ・ビジネスの認知度�

　　　　　●対象者の属性�

対  象  者　 上町台地界隈の居住者及び来訪者�

調査方法　 調査員（大学院生・大学生）6名による街頭での対面調査�

　　　　   「上町台地からまちを考える会」関係者を介した留め置き調査�

実施期間　 2005年2月15日～3月10日�

回答者数　 247名（うち留め置き分が108名）�

アンケート調査の概要�
�

表2

年　齢�
上町台地�
居住者�

非居住者� 不　明� 合　計�

10代� 2 2

20代� 27

0

51 78

30代� 27 27 0

0

0

54

40代� 17 20 38

50代� 14 23 37

60代以上� 23 13 36

計� 109 137 1

0

不明� 1 1 20

0

1

247

回答者の属性（年代別及び居住地別）�
�

表3
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職
業
は
、
会
社
員
六
二
名
、
自
営
業
五
四
名
、
主
婦
・
主
夫
三
六

名
、
学
生
二
八
名
、
無
職
一
七
名
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
五
名
、
公
務
員

五
名
、
そ
の
他
三
八
名
、
無
記
入
二
名
。�

　
上
町
台
地
居
住
者
の
居
住
年
数
は
、
二
年
以
内
が
二
七
名
、
二

年
か
ら
五
年
が
四
二
名
、
五
年
か
ら
一
〇
年
が
二
五
名
、
一
五
年

か
ら
二
〇
年
が
三
五
名
、
二
〇
年
以
上
が
八
一
名
（
た
だ
し
、
解
読

不
能
一
名
、
無
記
入
一
一
名
）
。
そ
の
う
ち
生
ま
れ
て
以
来
、
継
続

し
て
居
住
し
て
い
る
と
回
答
が
あ
っ
た
方
は
四
三
名
（
た
だ
し
、
無

記
入
六
五
名
）
。
年
代
別
の
居
住
者
と
非
居
住
者
に
つ
い
て
は
、

表
３
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。�

　
回
答
者
に
は
二
〇
代
が
比
較
的
多
い
も
の
の
、
三
〇
代
〜
六
〇

代
以
上
ま
で
幅
広
い
世
代
が
多
数
回
答
し
て
お
り
、
職
業
も
居
住

年
数
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
点
な
ど
、
成
熟
し
た
都
心
居
住
地

の
特
性
を
表
し
て
い
る
と
み
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

�（
３
）「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
度�

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｃ
Ｂ
）
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
度
に

つ
い
て
は
、
二
四
五
人
の
回
答
の
う
ち
、
一
二
一
人
が
知
っ
て
い
る

（
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
一
二
四
人
が
知
ら
な
い
（
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

無
記
入
が
二
名
。
こ
の
回
答
を
年
代
別
、
職
種
別
、
活
動
の
有
無

か
ら
見
て
み
る
と
、
年
代
別
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
職
種
別
で

は
公
務
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
、
学
生
な
ど
、
地
域
や
公
共
領
域
に
関

す
る
日
常
的
あ
る
い
は
学
術
的
な
関
わ
り
を
有
す
る
人
は
、「
知
っ

て
い
る
」
場
合
が
比
較
的
多
い
（
表
４
・
５
・
６
）
。
当
然
で
は
あ

ろ
う
が
、
活
動
の
有
無
に
よ
っ
て
有
意
差
が
見
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
わ
る
何
ら
か
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。�

�（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
団
体
・
施
設
へ
の
訪
問
状
況�

　
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
協
議
と
調
査
協
力
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て
、
表
７
に
あ
げ
て
い
る
二
六
の
実
践
団
体
及
び
施
設
を
、
上

町
台
地
界
隈
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
と
し

て
取
り
上
げ
、
調
査
対
象
者
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
。
個
々
の
団

体
・
施
設
の
内
容
紹
介
は
割
愛
す
る
が
、
来
訪
経
験
の
回
答
か
ら

次
の
よ
う
な
こ
と
が
推
察
で
き
る
。�

　
上
位
の
「
練
」、「
應
典
院
」、「
結
」
で
は
留
め
置
き
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
影
響
が
多
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
の
影
響

を
差
し
引
い
て
も
、
屋
敷
再
生
複
合
シ
ョ
ッ
プ
「
練
」（
大
阪
市
中

央
区
）
を
来
訪
し
た
経
験
者
は
多
い
。
ま
た
、「
か
ら
ほ
り
亭
」
や

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

10代� 20代� 30代� 40代�

CBを知っている� 381 20

CBを知らない� 1 40 18

24

30

50代�

23

14

計� 2 78 54 38

60代以上�

15

21

37

合計�

121

124

36 245

「コミュニティ・ビジネス」という言葉の認知度（年代別）�表4

自営業�会社員�
NPO�
職員�

主婦・�
主夫   

CBを知っている� 2923 5

CBを知らない� 31 33 0

4

1

学生�

13

23

計� 54 62 5 5

無職�

17

11

36

その他�

8

9

28 17

22

16

38

公務員� 合計�

121

124

245

「コミュニティ・ビジネス」という言葉の認知度（職業別）�表5

活動有� 活動無� 不明� 合計�

CBを知っている� 6652 121

CBを知らない� 24 100 124

3

0

計� 76 166 3 245

表6 「コミュニティ・ビジネス」という言葉の認知度（活動経験別）�
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「
楓
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
等
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
施
設
の
来
訪
経
験
が
多
い
こ
と
が
類
推
で
き
る
。
な
か
で

も
、
食
関
係
の
施
設
へ
の
来
訪
経
験
が
高
い
。
ま
た
、
利
用
店
舗

数
を
見
る
と
、
三
店
舗
ま
で
が
七
割
程
度
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
約
三
割
を
占
め
る
二
〇
代
が
二
店
舗
ま
で
が
圧
倒
的
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
五
〇
代
に
つ
い
て
は
三
店
舗
が
最
頻
値
と
な

っ
て
い
る
（
表
８
）
。
世
代
に
よ
る
地
域
の
回
遊
特
性
の
相
違
が
垣

間
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。�

�（
５
）
上
町
台
地
界
隈
に
最
も
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス�

　
上
町
台
地
界
隈
に
最
も
必
要
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
つ
い
て

は
、
順
に
高
齢
者
支
援
、
子
育
て
支
援
、
教
育
文
化
活
動
支
援
と
、

サ
ー
ビ
ス
享
受
者
の
立
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
上
位
を
占
め
た
。「
そ

の
他
」
の
回
答
で
は
、
緑
化
支
援
、

年
齢
を
問
わ
ず
集
ま
り
遊
べ
る
場

所
（
の
設
置
と
運
営
）
、
日
常
生

活
支
援
（
２
人
）
、
全
て
必
要
だ
が
そ
の
内
容
が
問
題
、
公
共
施
設

は
充
実
し
て
い
る
、
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
た
（
表
９
）
。�

　
上
町
台
地
居
住
者
と
非
居
住
者
で
み
る
と
、
高
齢
者
生
活
支
援

は
居
住
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
高
い
値
に
な
っ
て
い
る
が
、

子
育
て
支
援
の
値
は
上
町
台
地
居
住
者
が
、
起
業
家
支
援
は
非
居

住
者
の
回
答
者
が
多
い
（
表
10
）
。
上
町
台
地
界
隈
で
積
極
的
な
起

業
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
上
町
台
地
の
魅
力
を
よ
り
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
そ
う
し
た
動
き
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
、

上
町
台
地
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
子
育

て
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
文
教
地
区
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

�
都心居住文化の創造へ�

�

回答数� 対項目比� 対回答者数比�

練�

調査票における�
CB実践団体�

16.9％�77 31.2％�

應典院�

結�

57 12.5％� 23.1％�

50 11.0％� 20.2％�

からほり亭� 39 8.6％� 15.8％�

楓ギャラリー� 35 7.7％� 14.2％�

INE 28 6.2％� 11.3％�

にしむら� 26 5.7％� 10.5％�
オーガニックレストラン�

グレイス�

デイサービスセンター�
陽だまり�

多民族共生人権教育センター�
ぱだ�

23 5.1％� 9.3％�

空庭カフェ� 17 3.7％� 6.9％�

四恩学園� 13 2.9％� 5.3％�

かぜまかせ� 12 2.6％� 4.9％�

発起塾� 11 2.4％� 4.5％�

新風書房� 11 2.4％� 4.5％�

班家食工房� 11 2.4％� 4.5％�

こさり作業所� 10 2.2％� 4.0％�

じゃがいも� 9 2.0％� 3.6％�

6 1.3％� 2.4％�

山ざるこどもセンター� 6 1.3％� 2.4％�

フリースクールフォロ� 5 1.1％� 2.0％�

5 1.1％� 2.0％�

ハートフル生野� 3 0.7％� 1.2％�

さぬきや� 1 0.2％� 0.4％�

高齢者外出介助の会� 0 －� －�

LIFE STAGE SHIRAISHI 0 －� －�

むつみ工房� 0 －� －�

－� －�山創� 0

（N＝455）� （N＝247）�

455 100％� 100％�

コミュニティ・ビジネス実践団体・施設への訪問経験（訪問先別）�表7

10代�利用店舗数� 20代� 30代� 40代�

15 10

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

16 5

10

13

50代�

3

6

1

2

3 6 4 3

60代以上�

2

1

8

合計�

40

42

2 23

4 5 1 4 2 2 14

5 4 3 4 1 2

0

0

0

0

14

6 2 1 1

0

0

1 5

7 2 1 1 4

8 1 2

0 0

0 0

0 0

0

0

0

1 4

9 2

0

0

0

0

1

0

3

10 1

0

0

0

1

11 1

0

0

1

12 0

13 1

計� 10 1521 51 36

1

29 25

コミュニティ・ビジネス実践団体・施設への訪問経験（年代別利用店舗数）�表8
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全
面
に
出
し
て
宣
伝
等
が
な
さ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
が
呼

び
覚
ま
し
た
需
要
の
反
動
と
し
て
、
実
際
に
上
町
台
地
界
隈
で
生

活
を
始
め
た
人
々
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
が
顕
在
化
し
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。�

�（
６
）
自
由
記
述
と
調
査
員
が
得
た
語
り
か
ら
見
え
る
も
の�

　
今
回
の
調
査
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
大

学
生
・
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
調
査
員
が
街
頭
で
直
接
対
象
者

に
向
き
合
う
対
面
調
査
を
実
施
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
調
査
票
に

書
か
れ
た
回
答
を
遥
か
に
上
回
る
、
対
象
者
に
よ
る
様
々
な
語
り

や
対
象
者
の
語
り
を
通
し
た
印
象
を
調
査
員
自
体
が
心
身
で
受
け

止
め
て
い
る
。
貴
重
な
情
報
と
い
え
る
、
こ
れ
ら
の
語
り
の
い
く

つ
か
か
ら
、
都
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
巡
る
課
題
や

可
能
性
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
。�

　
事
例
と
し
て
挙
げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
は
「
住
民
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
が
足
ら

な
い
。
一
部
の
人
の
自
己
満
足
で
は
な
い
か
」（
六
〇
代
以
上
男
性
、

自
営
、
二
〇
年
以
上
居
住
）
、「
店
を
さ
れ
て
い
る
人
が
既
存
住
民

ほ
ど
愛
着
を
持
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
場
所
で
あ
る
必

然
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
お
金
儲
け
が
目
的
で
は
な
い
か
。
地
域

の
人
は
外
部
の
人
を
受
け
入
れ
に
く
い
」（
六
〇
代
以
上
男
性
、
無

職
、
二
〇
年
以
上
居
住
）
。
あ
る
い
は
、
あ
る
地
域
の
事
例
に
対
す

る
印
象
と
し
て
、
「
こ
の
調
査
書
で
あ
が
っ
て
い
る
店
は
地
域
住
民

に
は
な
じ
み
が
薄
く
、
外
部
の
み
に
発
信
し
て
い
る
の
で
は
」
、
と

同
時
に
「
地
域
外
の
人
々
に
開
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
な
ら

商
店
街
の
方
か
ら
も
歩
み
寄
る
べ
き
。
た
だ
し
、
土
日
が
休
み
と

い
う
問
題
が
あ
る
」（
六
〇
代
以
上
男
性
、
会
社
員
、
二
〇
年
以
上

居
住
）
な
ど
。
地
域
住
民
か
ら
新
規
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
者
に
対
し
て
、
や
や
批
判
的
な
声
が
多
く
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
既
存
の
事
業
者
と
新
規
の
事
業
者
と
の
断
絶
を
客
観
的
に
見

つ
め
る
眼
差
し
も
あ
っ
た
。�

　
一
方
、
地
域
外
か
ら
来
て
出
店
し
た
人
か
ら
は
「
お

客
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
話
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
お
店
を
や
り
た
か
っ
た
。（
中
略
）
こ
こ

ら
へ
ん
は
人
と
ゆ
っ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
お
店
が
で
き
る
」（
二
〇
代
男
性
、
自
営
、

非
居
住
者
）
と
、
地
域
の
魅
力
を
語
る
声
が
聞
か
れ

る
。
ま
た
、
学
童
保
育
や
障
害
者
の
共
同
作
業
所
な

ど
で
は
、
地
域
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
事
業
者
間
の
連
携
の
強
み
を
活
か
す
工
夫
、
素
材

に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
づ
く
り
や
商
店
街
へ
の
出
店
か

ら
地
元
へ
の
認
知
を
徐
々
に
広
げ
て
い
く
経
験
を
物

語
る
声
も
あ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

実
践
団
体
・
施
設
の
情
報
を
は
じ
め
、
ま
ち
の
情
報

が
も
っ
と
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。�

　
地
域
の
課
題
に
根
差
し
た
切
実
な
指
摘
や
提
案
も

多
く
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
の
問
題

を
あ
げ
る
声
（
六
〇
代
以
上
男
性
、
自
営
、
五
年
以

内
居
住
）
。
ま
た
「
他
地
域
か
ら
移
っ
て
く
る
若
い

人
は
増
え
て
い
る
が
、
基
本
的
に
地
元
民
は
お
年
寄

り
が
多
い
。
だ
か
ら
町
内
会
の
役
員
な
ど
も
お
年
寄

り
ば
か
り
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
も
地

域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
が
、
自
分
に
余
裕
が
な
い

と
で
き
な
い
」（
三
〇
代
男
性
、
生
ま
れ
て
以
来
上

町
居
住
）
と
、
伝
統
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
役
員
構
成
の
問
題
を
あ
げ
る
声
も
。
さ
ら
に
「
こ

こ
ら
へ
ん
は
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
は
案
外
整
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
若
年
層
の
居
住

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ
と
思
う
。
こ
こ
ら
へ
ん
は

地
価
が
高
い
の
で
、
若
者
が
住
み
に
く
く
、
高
齢
化

し
て
い
る
。
昔
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
で
建
設
さ
れ

た
築
三
〇
年
近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
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そ
れ
ら
は
古
い
の
に
家
賃
は
高
い
の
で
、
だ
ん
だ
ん
と
空
き
部
屋

が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
家
賃
を
安
く

設
定
し
て
、
若
者
向
け
に
貸
し
出
し
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
」（
三
〇

代
男
性
、
自
営
、
長
年
居
住
者
）
と
い
っ
た
、
課
題
解
決
へ
の
提
案

も
あ
っ
た
。�

　
い
さ
さ
か
乱
暴
な
総
括
に
は
な
る
が
、
こ
う
し
た
肉
声
の
向
こ

う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
既
存
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
、
地
域

外
居
住
者
・
来
街
者
を
引
き
寄
せ
な
が
ら
新
た
に
芽
生
え
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
と
の
間
の
あ
る
種
の
す
れ

違
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
地
域
に
対
す
る
深
い
愛
情
と

自
ら
の
課
題
を
捉
え
る
冷
静
な
眼
差
し
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
実

感
で
き
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
が
、
う
ま
く
出
会
え
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
い

な
が
ら
、
そ
の
思
い
と
裏
腹
に
地
域
の
ス
ト
ッ
ク
を
食
い
つ
ぶ
す

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。
都
心
の
特
性
で
あ
る
、

地
域
内
外
の
居
住
者
の
人
的
交
流
を
強
み
と
し
て
活
か
し
、
地
域

商
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ク
タ
ー
の
集
積
に
働
き
か
け
、
地
域
の
持

続
的
な
発
展
を
可
能
に
す
る
仕
掛
け
や
仕
組
み
、
中
間
支
援
的
な

事
業
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
み
て
も
い
い
だ
ろ
う
。�

���

　
紙
幅
の
都
合
で
全
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
調

査
を
通
し
て
み
え
て
き
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
同
研
究
会
及

び
調
査
報
告
書
（
山
口
氏
ま
と
め
）
で
提
起
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
端
を
紹
介
し
、
第
四
話
の
ま
と
め
に
か
え
た
い
。�

　
都
心
部
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
味
を
追
求

す
る
議
論
の
中
で
、
同
研
究
会
の
独
創
的
な
観
点
と
し
て
「
ノ
ン
・

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。「
あ
え
て
″世
界

規
模
で
な
い 

と
い
う
概
念
規
定
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
否
定
形

の
概
念
規
定
を
内
発
的
に
肯
定
化
し
、
事
業
主
体
が
市
場
の
中
に

あ
っ
て
ノ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
を
い
か
に
戦
略
的
に
構
想
す

る
か
、
競
争
的
環
境
の
中
か
ら
共
生
社
会
を
導
き
出
す
、
事
業
主

体
の
主
体
性
に
よ
る
ノ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

が
重
要
と
な
る
」
と
い
う
指
摘
で
あ
り
、
公
益
的
な
価
値
創
造
の
循

環
を
促
す
、
地
域
社
会
へ
の
展
望
で
あ
る
。�

　
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
と
ま
ち
、
あ
る
い
は
新
・
旧
住
民
を
つ
な
ぐ
、
ノ
ン
・
グ

ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
の
紹
介
は
割
愛
す
る
が
、

今
回
実
施
し
た
調
査
自
体
、
そ
う
し
た
意
図
を
持
っ
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
居
住
者
の
肉
声
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。
地
域
内
か
ら
み
れ
ば
他
者
で
あ
る
調
査
員
と
し
て
の

学
生
・
大
学
院
生
と
、
彼
ら
に
あ
た
た
か
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
方
々
と
の
関
係
性
の
中
に
、
上
町
台
地
界
隈
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
の
一
端
を
感
じ
取
る

こ
と
も
で
き
た
。�

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
・
ツ
ー
ル
の
一
つ

と
し
て
、
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
て
い
る
「
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
、
上
記
の
調

査
で
新
た
に
得
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
団
体
・
施
設

を
加
え
る
と
と
も
に
、
情
報
活
用
や
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
た
め

の
提
案
も
生
ま
れ
て
い
る
。�

 

「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
は
「
上
町
台
地

か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
、
引
き
続
き
上
町

台
地
界
隈
に
お
け
る
地
域
・
生
活
実
態
等
の
把
握
を
試
み
な
が
ら
、

協
働
的
実
践
と
し
て
の
ノ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

（
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阪
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